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１．目的 サイズフリーの特長を活かした高性能ペロブスカイト太陽電池技術開発

２．期間  2021～2025年度

３．目標
発電コスト20円/kWhを見通せる技術の開発
実用化レベル(モジュールレベルの 900cm2以上)に大型化したプロトタイプの開発

４．成果

(1) 技術開発における主な成果

・ 8cm角サイズミニモジュール: 変換効率22.2% [第三者機関測定(JET), 2022年]
・ 約30cm角サイズモジュール: 変換効率19.4% (世界最高水準：2025年8月時点)

[第三者機関測定(産総研)]
・ メーターサイズモジュールにて安定した屋外出力を確認 (発電量モニタリングを約1年間実施)

(2) 社会実装を見据えた技術開発の取り組み
 技術開発で得られた技術の検証を、実用のメーターサイズモジュールで実施
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次世代型太陽電池(ペロブスカイト太陽電池)開発の状況
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研究開発内容 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 ・・・ 2030年度

ペロブスカイト
太陽電池技術開発

研究開発

事業化
▼

タンデム型ペロブスカイト
太陽電池技術開発

【主な取り組み】
・ ペロブスカイト層(発電層) 開発
・ デバイス構造開発
・ プロトタイプ開発、実発電量屋外検証

ペロブスカイト太陽電池の事業
化に向け、引き続き技術開発・
実証、社会実装に取り組む

高性能ペロブスカイト
太陽電池技術開発

ターゲット市場の具体化

【主な取り組み】
・ タンデム化技術開発
・ デバイス構造開発

GI基金事業/次世代型
太陽電池実用化事業

【アウトプット目標】
・ 発電コスト20円/kWhを見通せ

る技術の開発
・ 実用化レベルに大型化したプロト

タイプの開発

「次世代型太陽電池実用化事業」(本事業)における強化点 
・ 高効率化技術開発の強化 → 世界最高水準※のモジュール効率の達成 (※2025年8月時点)

・ 技術検証をメーターサイズモジュールにスケールアップ → 屋外での実発電特性(耐久性)の把握

GI基金事業/次世代型タンデム
太陽電池量産技術実証事業
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超軽量フィルム型ペロブスカイト太陽電池の開発

ポリイミドを基板に用いた10cm角
サイズの超薄型ペロブスカイト太陽

電池の開発品

自社設計のポリイミドを基板に用い、世界最薄水準の約10μm厚の
超薄型ペロブスカイト太陽電池を開発

ポリイミド基板上に形成したペロブスカイト太陽
電池ミニモジュールの典型的なI–V特性 (社

内測定)
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まとめ

• カネカは、環境・エネルギー問題に対するソリューションとして、太陽電池を提供し続けてきた。

太陽電池セル・モジュールの技術開発・生産を国内にて一貫して対応していることで、顧客か

らの信頼を得ている。

• 住宅分野に加えて建材一体型や車載用途へも事業をしており、パートナー企業と市場開拓

を進めてきた。

• 高効率技術開発を進め、30cm角モジュールにおいて、世界最高水準(2025年8月当時)と

なる変換効率19.4%(産総研測定値)を達成した。

• 小サイズモジュールでは湿熱耐久性試験(85℃、85%RH、3,000時間)でPmax保持率

95%以上を維持することを確認した。

• 屋外に設置したメーターサイズモジュールの発電量計測を約1年間実施し、安定した出力を

示すことを確認した。

• ペロブスカイト太陽電池の事業化に向け、引き続き技術開発・実証、社会実装に取り組む。
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